
１　評価対象及び評価者

令和 年度 (2)　整理番号

(3)　施設名

(4)　所管課室 福祉保健部　福祉保健政策局　障害福祉課

(5)　評価者(所管課室長名)

２　評価内容(５段階評価)

評価

評価

３　総合評価

・新着情報をホームページに掲載する等、積極的な広報活動の結果、録画物の貸出実績
が過去最高を記録した昨年度を上回った。
・障害者社会生活訓練やIT講習会については、聴覚障害者のニーズに沿った多様な企画
を開催し、仕様書に基づく目標数値を達成した。
・手話通訳者及び要約筆記者養成については、仕様書に基づく目標数値を達成すること
ができなかったが、講師とともに課題の整理に取り組み、適宜事業改善を行っている。

施設所管課室評価様式

(1)　評価対象年度 4 10

課長　新解　美紀

(1)　施設効用の最大限発揮 ３　(普通。)

和歌山県聴覚障害者情報センター

・積極的に業務のオンライン化に取り組んでおり、効率化が図られていた。
・月に１回、施設及び設備の点検を行い、適切な維持管理に努めていた。
・各種研修に積極的に職員を派遣しており、職員の資質向上に努めていた。

評価の理由

(2)　効率的な管理運営 ４　(優れている。)

評価の理由

　
　聴覚障害者の情報収集や交流の機会の提供等、施設の設置目的に沿った管理運営が概
ね実施されたと認められる。
　今後も、県内唯一の聴覚障害者情報提供施設としての役割を果たすため、利用者の声
を施設運営に反映するとともに、多くの県民が利用できるよう幅広い周知に取り組まれ
たい。


